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松江市公共交通利用促進市民会議の概要

市民 ：一般公募、自治会、利用促進協議会、学識経験者など
企業 ：商工会議所、観光協会など
交通事業者：一畑バス㈱、松江市交通局、日ノ丸自動車㈱、ＪＲ西日本、

一畑電車㈱、隠岐汽船㈱、旅客自動車協会
行政 ：島根運輸支局、松江国道事務所、県土整備事務所、松江警察署など
事務局 ：松江市歴史まちづくり部都市政策課交通対策係

平成18年度策定の松江市公共交通体系整備計画に基づき平成20年に設置され、『市民・

企業・交通事業者・行政』の協働により、運行の効率化やサービスの向上、利用促進等に
取り組んできました。

★平成２２年 ＪＣＯＭＭマネジメント賞受賞
★平成２８年 第８回ＥＳＴ交通環境大賞 優秀賞受賞

●構成員 委員29名 ※事務局のぞく



❏松江市公共交通利⽤促進市⺠会議の取り組み①

▲Ｈ２８年度チラシ

目的

●クルマを控える移動のきっかけづくり
☞市⺠に実際に体感してもらう

●取組結果の計測とフィードバック
☞その後の継続につなげる

クルマからのCO2排出量の削減や渋滞緩和による
交通円滑化、バス・鉄道等の公共交通利⽤促進に
向けて、過度なクルマ利⽤を⾒直すきっかけづくり
の取り組みです。

松江市⼀⻫ノーマイカーウィーク

『呼びかけ型』⇒『コミュニケーション型』へ
・共に創りあげる意識の醸成
・市内６６１事業所へ働きかけ
☞実際に３６事業所を直接訪問（平成２８年度実績）



❏松江市公共交通利⽤促進市⺠会議の取り組み②

とってもお得バス利⽤事業
使⽤済みバスカードを活⽤した事業。
協賛店利⽤時に使⽤済みバスカードを提出す
るとお得な特典が受けられる仕組み。

協賛店拡大中！（６０店舗）・定期券も対象！

とってもお得バス利⽤事業が⽬指す姿（Win-Win関係）
バス利⽤者 ・バスを利⽤することで、割引等の特典を受ける

ことができる

協賛店 ・協賛店として、バス利⽤者への宣伝になる
・特典をきっかけとした集客による売り上げ増加

バス事業者 ・路線バスの利⽤促進につながり、ノーマイカー
運動の取り組みが拡⼤・継続

バス利⽤者

バス事業者 協賛店
使用済みバスカード等

車内広告枠提供

Win

Win Win



❏松江市公共交通利⽤促進市⺠会議の取り組み③

バスに乗ってみませんか事業
路線バス事業者３社とコミュニティバスで、
学校、公⺠館、商業施設などで路線バスの乗
り⽅教室を開催。

（平成２７年度実績）

・学校向け乗り⽅教室 ９回 延べ８２２⼈参加
・⼀般向け乗り⽅教室 ２８回 延べ６１２⼈参加

（参加特典）
・『バスでおでかけ地区マップ』を配布
・『おためし定期券』を受講者限定で2,000円で販売
☞路線バス・コミュニティバスの市内全路線が１ヶ⽉乗り放題！さら
に観光施設や⽇帰り温泉などの割引特典付きの定期券（1⼈1回限定
で販売）
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❏松江市公共交通利⽤促進市⺠会議の取り組み④

⾛⾏環境改善部会の取り組み
市⺠会議の委員のうち路線バス事業者３社と
道路管理者や警察関係者で構成される部会。
快適にバスを利⽤していただくための活動

５月～６月・・・改善要望箇所をバス事業者乗務員に
アンケート

７月・・・・・・要望箇所を部会で現地確認
（実際の路線バスと同型車両により、揺れ、段差を体感してもらう！）

８⽉・・・道路管理者に修繕の計画・⽅向性を確認

緊急修繕 次年度予算反映

年５～６箇所ずつ改善

改繕前

改善後
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緊急度が高いと判断

会議の様子


